


附置義務駐車場の台数算定表(3)
（利用実態特例①の承認を受けた建築物の建替の場合）（乗用車）

１　利用実態特例①の承認を受けた建物用途における、建替前の附置義務台数
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２　利用実態特例①の承認を受けた建物用途における、建替後（緩和前）の附置義務台数
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３　利用実態特例①による附置義務の控除台数
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４　利用実態特例②による緩和前の附置義務台数（建替後の建築物全体）
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５　利用実態特例②による緩和後の附置義務台数の下限値（建替後の建築物全体）
□　利用実態特例①の承認を受けた建物用途において増床がない場合の台数
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□　利用実態特例①の承認を受けた建物用途において増床がある場合の台数
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＜注意事項＞
・本算定表中２の床面積の値はすべて、附置義務駐車場の台数算定表(1)又は(2)中１によることとします。
・利用実態特例①の承認を受けた建物用途に床面積10,000㎡超の事務所、倉庫又は工場がある場合は、本算定表中２の床面積を、附置義務駐車場の台数算定表(1)又は(2)中３の逓減措置を適用した床面積としてください。
・建替後の建築物（全体）が延べ面積6,000㎡未満の場合は、本算定表の㊴  ’の数値に、小規模緩和の緩和係数（＝附置義務駐車場の台数算定表(1)又は(2)の⑯の数値）を乗じてください。
・利用実態特例①の承認を受けた建物用途のうち減床により本算定表中２の台数が本算定表中３の台数を下回る建物用途は、本算定表中３において緩和台数の算定対象に含めないでください。
・緩和を受ける建物用途が４以上となる場合は、本算定表中１及び２について、適宜追加してください。









